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【学び合い人と文化を育むまち】 

小林未來（こばやし みらい） 穂高西中 

 

 私は、穂高西中学校二年、小林未來です。 

 学び合い、人と文化を育むまちグループでは、学校教育、図書館交流、生涯学習などに

ついて学習しました。そこで、私は、安曇野市内の小中学校に対する夏の学校での暑さ対

策についてお尋ねいたします。 

 私は、一人一人が快適な環境で学習でき、学習に集中できる児童生徒が増える安曇野市

を理想としています。 

 しかし、自分が感じている現状は夏の日の教室が扇風機ではまったく涼しくならず授業

中でも集中力が切れてしまい、内容が頭に入ってこない人がたくさんいるということです。

それどころか、体調を崩してしまう人もいるということも課題だと考えます。 

その課題がなぜ起きているのかというと、教室内の気温が３０度から３５度という暑さ

にもかかわらず、扇風機しかないからだと思います。 

そこで、私は教室一つ一つにエアコンやクーラーを設置するという方法を考えました。 

そうすることで、設置費などの心配がでてくるかもしれません。学習会の際も設置費に

何億もするとお聞きしました。 

ですが、それは、受験を控えた中学三年生から設置する、体調を崩しやすい小学校低学

年から設置するなど、少しずつ必要度の高い順に設置していけばすぐにたくさんのお金を

出す必要もなく、この心配は解決するのではないでしょうか。 

この提言を実行することで、勉強に集中することができ、小中学生が快適に過ごすこと

ができる安曇野市になるのではないでしょうか。 

 以上で私からの質問を終わります。ありがとうございました。 

 

（※答弁後のコメント） 

 

【ご担当部】教育部 学校教育課 
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【学び合い人と文化を育むまち】 

菅原和歩（すがわら かずほ） 明科中 

 

 私は、明科中学校二年、菅原和歩です。 

 私は、図書館の利用促進についてお尋ねいたします。 

 私は、市民一人ひとりがいきいきと学び合う安曇野市を目指すため、多くの市民が本を

読むこと、図書館にいくことを推進していきたいと思います。 

 しかし、ほとんどの小中学生と市民が、利用する必要性を感じない、利用する時間がな

い、という理由で市立図書館を利用していないことが課題だと考えます。 

 その課題がなぜ起きているのかというと、忙しく、図書館に行く機会がない、そして、

そのことによって必要性を感じないのではないかと思います。 

 そこで、私は忙しくても、必要性を感じなくても色々な本を借りられるよう移動図書館

を設けるという方法を考えました。 

 その実現のために市にお願いしたいことは、市立図書館から移動図書館を学校へ向かわ

せることです。 

 移動図書館を実現したとしても、学校に図書館があるので、移動図書館は意味がないの

ではないか、という心配が出てくるかもしれません。 

 しかし、移動図書館を通して、図書館のサービスや本の種類の多さを知ってもらえれば、

図書館に行くことの必要性を感じてもらえると考えます。さらに、図書館から遠い場所に

も移動図書館を向かわせることで運転ができない高齢者の方や場所の知らない方にも、た

くさんの方に利用してもらえると考えます。 

 そうすることにより、市民一人一人が活き活きと学び合う安曇野市になるのではないで

ようか。 

 以上で私からの質問を終わります。ありがとうございました。 

 

（※答弁後のコメント） 

私は理想の安曇野市の実現に向けて、図書館をたくさん利用し、多くの本を読むことが

できると思います。ですので、図書館へ行く際に友達を誘い、周りの人にも図書館の利用

を働き掛けることを頑張りたいと思います。ありがとうございました。 

【ご担当部】教育部 図書館交流課 
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【学び合い人と文化を育むまち】 

丸山泰生（まるやま たいせい） 豊科北中 

 

 私は、豊科北中学校二年、丸山泰生です。 

スポーツ施設の利用についてお尋ねいたします。 

私は、中学校で軟式ソフトテニス部に所属しており、テニスが大好きです。安曇野市民

の多くの人にもスポーツを親しむようになってほしいと思います。 

しかし、中学生や高齢者にとっては、少しスポーツ施設の利用料金が高いことが課題だ

と思います。 

その課題がなぜ起きているのかというと、スポーツ施設の利用料金が一定だからではな

いかと考えます。 

そこで、僕は、収入のない学生や高齢者は利用料金を安くするなど年代や所得に応じて

利用料金を安くするという方法を考えました。 

また、こうすることで、十代のスポーツ人口が増え将来の成人の利用者の増加にもつな

がるのではないでしょうか。 

その実現のため、市にお願いしたいことは、学生や子ども、高齢者のスポーツ施設の利

用料金を見直すということです。 

そうすることで、こんな心配が出てくるかもしれません。利用料金を年代別に分けた時、

子どもの料金を安くした分、成人などの料金が高くなり、高くした分利用者が減少するこ

とが予想されます。また使用料の収入が減少することも予想されます。 

ですが、利用料金のファミリー割を作ったり、施設を利用すると既存のポイントカード

にポイントを貯められるようにして、地元で買い物や飲食に使えるようにしたりすれば解

決すると思います。すると、買い物などをする回数も増え税収にもつながると思います。 

そうすることで、多くの人がスポーツ施設を利用し、みんなが健康で長生きする安曇野

市になるのではないでしょうか。 

 以上で私からの質問を終わります。ありがとうございました。 

 

（※答弁後のコメント） 

私は、今まであまり家族とスポーツをすることはありませんでした。けれどこれからは

私の好きなテニスをやったり、様々なスポーツイベントに参加したりしたいです。ありが

とうございました。 

【ご担当部】教育部 生涯学習課 

 

 

  


